
                         みなさんのお家のおみそ汁を紹介していただきました。 

                                ご家庭により、様々なおみそ汁を作って食べているのではな 

いでしょうか？  とてもおいしそうなみそ汁を全部で１３２を紹 

介していただきました。  ありがとうございました。   

紹介していただいたすべてのみそ汁を、管理棟２階の家庭科室前の廊下に掲示しました。ぜひ、ご来校の

際には、ご覧ください。 

また、応募してくれた児童のみなさんには、次回の表彰朝会で、賞状を校長先生から授与されます。 

 

  
 
 
 
  

令和３年 7 月 1 日（木） 

牛   島   小   学   校 

 湿度の高い、暑い日が続いています。夏ばてしている 

人はいませんか？ 

 夏ばて防止は、規則正しい生活とバランスのとれた食 

事が基本です。早寝・早起きをして、しっかりと朝ごは 

んを食べて、暑い夏を元気に過ごしましょう。 

七夕とそうめん 

 

   七夕は７月７日の夜、年に一度だけ空で会える牽牛と織姫の伝説 

にあやかり、織姫が織物など手習い事にとても長けた女性だったこ 

とから、針仕事やお習字など技芸の上達を願う日です。七夕には、 

笹に願い事を書いた５色の短冊を飾りつけ、そうめんを食べる風習 

もあります。 

    これは織姫が機を織ることから、そうめんがその糸に似ているか 

ら食べるのだという説や、もともと七夕の発祥の地、中国では 

「索餅（さくべい）」という、小麦粉をこねて縄のように伸ばし、 

ねじって揚げたお菓子をお供えしていたのが、日本に伝来して 

からそうめんに変わったという説もあります。 

 給食でも、7 日には、天の川汁にそうめんを使っています。 

   ぜひご家庭でも、そうめんを召し上がってください。 

 

 

うちのみそ汁 

おいしいよ！ 

熱中症予防にみそ汁を！！ 

日本の伝統的な発酵食品である味噌を使った「みそ汁」がおすすめです。 

熱中症は、高温の環境下で、体温の調節機能や体の電解質（ナトリウム、カリウム、カルシ

ウム、マグネシウムなど）のバランスが崩れることで、体温の上昇や脱水が起こり、めまいや

頭痛、吐き気や嘔吐などの症状を引き起こします。  

熱中症予防には、気温が高い時間の外出は控える、屋内では適切に冷房を使うなど環境に配

慮するほか、汗などで失われやすい水分や電解質を補給することが大切です。 

味噌には電解質の中でも重要なナトリウムイオンが豊富に含まれており、みそ汁として飲め

ば、水分摂取も同時にできます。さらに、発酵食品である味噌は、腸内環境を改善し、夏便秘

や夏バテを予防する効果も期待できます。 

 みそ汁を食事の中に取り入れてください。 



 
 
                                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
旬のそらまめのさやむきを、１年生が体験学習をしま 

した。 

初めてそらまめを見た児童もたくさんいました。 

そらまめのにおいをかいだり、直接触れて体験するこ 

とで、食材に興味・関心を持ってもらいたいと思いま 

す。 

1 年生がむいてくれたそらまめは、給食で「そらまめ 

入りかき揚げ」にして、全校児童でいただきました。 

そらまめのさやむきの様子は、ホームページで紹介し 

ています。 

牛島の食育→ 食に関する授業→ 令和３年度をごら 

んください。また、保護者様の感想を 牛島の食育→  

食育の取り組み→家庭との連携→ 令和 3年度にのせ 

ています。ぜひごらんください。 

  

1 年生 そらまめのさやむき体験 


